
 一般社団法人ぎふクリーン農業研究センター 

2025.05.01  Vol.10   

 今回はラディッシュと赤かぶの花を掲載しました。どちらも
根の部分はよく似ていますが、花は違いますね。 

 上段はラディッシュの花です。ラディッシュはサラダ用に改良された大根の一種で、
大根の花にそっくりです。成長が早いことから「二十日大根」とも呼ばれています。 

 下段は赤かぶの花で、アブラナのような黄色い花が咲きます。赤かぶの根はアントシ
アニン系の色素により赤く色づきます。「飛騨紅かぶ」は飛騨・美濃伝統野菜として飛
騨地域で漬物に利用されています。 

野菜の花 

 今回は、土壌分析に関連する話題をメインにお届けします。 

 これを受けて、JA全農岐阜では令和4年12月1日に、『「みどりの食

料システム戦略」実現のための土壌診断実施要領』を制定し、取組を

開始しました。 

 具体的には、水稲をメインとして年間で3,000点を目標に土壌分析を

実施し、その結果を処方箋に落とし込み、適切な施肥管理につなげよ

うとするものです。 

 土壌分析は『土の健康診断』であり、それを利用した適切な施肥管

理は土壌を健康にするために重要です。健康な土作りは、農産物の収

量アップや昨今問題となっている温暖化による高温障害対策などにつ

ながることが期待されます。また、これまで多めに肥料をまいていた

場合は、環境および生産者の負担の低減にもつながります。 

 次ページではJA全農岐阜にご協力いただき、処方箋の内容を紹介し

ております。是非参考にしてください。 

撮影：平工理事長 

「みどりの食料システム戦略」（みどり戦略）をご存知でしょうか。   

 農林水産省では、令和3年に食料・農林水産業の生産力向上と持続性

の両立をイノベーション(※)で実現する「みどりの食料システム戦

略」を策定し、令和4年には「みどりの食料システム法」が施行されま

した。（農水省HPより抜粋)  
   ※イノベーション：新しい技術や考え方を取り入れて新たな価値を生み出して社会 

    的に大きな変化を起こすこと （Wikipedia） 

 これだけではイメージしづらい部分もありますが、実現するための

具体的な取組が示されており、その中の期待される取組の1つとして、

「土壌・生育データに基づく施肥管理」があります。 

 また、具体的な目標として、2050年までに  

     ・化学農薬の使用量（リスク換算）の50％低減 

    ・化学肥料使用量の30%低減       
                                     などが掲げられています。 



当センターで実施した土壌分析結果をもとに、JA全農岐阜や一部のJAでは「処方箋」が作成されています。こ

こではJA全農岐阜の処方箋（作成例）を紹介します。 

注）当センターでは処

方箋は作成しておりま

せん。処方箋をご希望

の方は、土壌分析のご

依頼前にJA等にご相

談下さい。 

 土壌分析の実施、結果一覧表の作成 

処方箋の作成（※） 

土壌分析結果の活用 



 私の元職場の諸先輩方には家庭菜園で野菜づくりに勤しんでおられる方がたくさんおられます。そして誰もが「大変だ

けど野菜を育てることは面白い」「自分で育てた野菜は美味い」「仕事上の肩書抜きで隣の畑仲間と交流できるのがい

い」と嬉しそうにお話しをされます。「君も是非やった方がいい」と勧められて、ちょっとその気になってきています。 

 そんな中、本やネットで面白い取り組みを見つけました。 
 
 ◇「農」を通じた地域のコミュニティづくり◇ 

 まずは西東京市にある「みんなの畑」。子どもから大人、高齢者、ハンディキャップのある人・ない人など、誰もが参

加して、一つの畑で一緒の野菜や果物を育て、収穫し、それを味わうことを通じて、人と人がつながり、助け合える関係

をつくることを目指した市民団体の取り組みです。農作業を通じた様々な人との交流、野菜づくりの達成感を得ながら、

参加者は地域での自分の居場所を見つけていく。そんな「農」を通じた地域のコミュニティづくりが進められています。 
 
 ◇手軽に「農」が楽しめる場所づくり◇ 

 もう一つは、静岡市の種苗会社が農地の区画を貸し出す市民農園（ここも「みんなのはた

け」と言います）です。「サポート付き農園」ということで、入会金や区画賃貸料は必要で

すが、主な農作業用の道具は全て揃っており、複数の指導員が交代で常駐して、わからないこ

とは何でも教えてくれます。農作業初心者にとってこの上なくありがたい施設です。 
 
 以上のような取り組みや施設は、高齢者はもちろんのこと、子ども達にとって非常に有意義

な機会、場所になると思います。種まきから収穫、そして販売や調理まで、野菜づくりに関わ

る一連の体験を、しかも様々な人との交流の中で重ねることは、きっと子ども達に「生きていく

ための力」を育むことにつながるのではないでしょうか。そんな場所が地域のあちこちにできたら

いいですね。 
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事務局長  水野 雅臣 ～野菜づくりは「生きる力」を育む～ 

編集後記 

 今号もお読みいただきありがとうございます。 

 今回は初めて自社の枠を飛び越えて、JA全農岐阜の皆様、各
JAの担当者の皆様にご協力いただき作成しました。私たちも普
段見ることがない処方箋や、聞くことがないご意見を見聞きする
ことができ勉強になるNEWSとなりました。読者の皆様にも役
立つ情報になっていれば幸いです。（H.K） 

 質問① 分析結果及び処方箋をどのようにご活用いただけていますか？  

           ・施肥設計、土づくりの参考などに活用している。 

           ・収量や食味の向上に向けた改善、コスト削減、生育状況の判別につなげている。 

           ・肥料推進、地区の生産者向け研修会、農業者対象の研修会資料として利用している。  

 質問② 土壌分析の効果について生産者はどのように感じていると思われますか？ 

           ・感覚でしか分からなかったことが数値化されることで、施肥量や肥料の選択に活用している。 

           ・ほ場ごとに適した肥料散布が可能になり、生産コストカットに役立っている。 

           ・水田の土壌診断はこれまで実施例が少なく、新鮮な印象で土壌分析に興味を示す人が増える 

きっかけとなった。            

 質問③ 今後も土壌分析を活用していきたいですか？また、土壌分析に関わらずその他分析してほしい内容等が 

あれば教えてください。 

           ・今後も活用していきたい。同一ほ場を複数年継続してデータ取りしないと意味が無いと思う。 

           ・コスト削減、収量・品質の向上への効果が見られれば毎年希望する人も増えると思う。 

            ・鉄の分析をメニューに追加して欲しい。小麦品質分析をできるようにして欲しい。 

        【担当より】この度はお忙しい中アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

          ご紹介した以外にも貴重な意見を多数頂戴しました。ご要望に関しても、今すぐには難しいところも 

          ありますが鋭意検討していきたいと思います。 

土壌分析に関するアンケート結果 
 いつも生産者の土壌試料を取りまとめいただいている各JAの担当者にご協力いただきアンケー

トを実施しました。一部ではありますがその結果を紹介いたします。 

ご意見 

ご意見 

ご意見 


